
【教科全体の状況】 　　　　【児童質問紙調査】
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【分析】
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○

○

○ ○

○

【釧路市の学力向上策】
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◎
◎
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長期休業中における学習サポートの全校実施及び大学生ボランティアの活用

〈学校教育指導資料〉釧路市学校改善プランの作成・公表（「釧路市の教育」発刊）
わかりやすい授業の取組（ＩＣＴを活用した授業研究及び実践）
「家庭学習の手引き」の充実と配布
生活リズムチェックシートの活用拡大
釧路市の学習規律(スタンダード）の提示と実践

放課後学習サポートの実施と支援員の派遣
ほっかいどうチャレンジテスト（北海道教育委員会配布問題）の活用
ＡＬＬ釧路学力向上八策(釧路教育局）の活用
釧路市標準学力検査、生活・学習意識調査の実施
基礎学力検証改善委員会の開催

■　釧路市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：28校、児童数：1,368名）

授業改善の取組の一つとして、授業冒頭
の課題提示、授業の最後の振り返りにつ
いて、教師側は取り組んでいると感じてい
るが、児童にとってはその実感が薄いよう
である。学習内容の定着を図る授業づくり
をより効果的なものにしていくためには、
「徹底する」意識と、工夫改善の積み重ね
が必要である。

【授業改善の視点】

各学校において教職員間で家庭学習の
与え方について共通理解を深めて全校的
な取組を進めた結果、昨年度まで学校の
授業以外で１時間以上学習をしている児
童が増えてきていたが、今年度は減少し
た。

【家庭での学習・生活習慣の視点】
教科

児童質問紙

学校質問紙

１日３時間以上テレビを視聴する児童の割合が全国と
比べて多い。

１日１時間以上ゲームをする児童の割合が全国と比
べて多い。

国語Ａ「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」、算数Ａの「数量関係」が他の領域に比べ
て高い。
学校の授業以外に１日１時間以上学習している児童
が減少傾向。

授業冒頭の目標提示、授業最後のまとめ振り返りを
行ったと回答する学校は全国と比べて多い。
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【教科全体の状況】 　　　　【生徒質問紙調査】
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【分析】
○ ○
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○ ○

○

【釧路市の学力向上策】
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長期休業中における学習サポートの全校実施

〈学校教育指導資料〉釧路市学校改善プランの作成・公表（「釧路市の教育」発刊）
わかりやすい授業の取組（ＩＣＴを活用した授業研究及び実践）
「家庭学習の手引き」の充実と配布
生活リズムチェックシートの活用拡大
釧路市の学習規律(スタンダード）の提示と実践

放課後学習サポートの実施
ほっかいどうチャレンジテスト（北海道教育委員会配布問題）の活用
ＡＬＬ釧路学力向上八策(釧路教育局）の活用
釧路市標準学力検査、生活・学習意識調査の実施
基礎学力検証改善委員会の開催

■　釧路市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：15校、生徒数：1,224名）

授業改善の取組の一つとして、授業冒頭の
課題提示、授業の最後の振り返りについて、
教師側は取り組んでいると感じているが、生
徒にとってはその実感が薄い。学習内容の
定着を図る授業づくりをより効果的なものに
していくためには、どの教科・領域においても
「徹底する」意識と、工夫改善の積み重ねが
必要である。

【授業改善の視点】

各学校で教職員間で家庭学習の与え方につ
いて共通理解を深めて全校的な取組を進め
た結果、学校の授業以外に平日の学習時間
が２時間以上と答えた生徒は、全国と同様で
あり、国語の漢字や数学の計算問題などで
基礎的な力が付いてきていると考えられる。

【家庭での学習・生活習慣の視点】
教科

生徒質問紙

授業冒頭の目標提示、授業最後のまとめ振り返りを
行ったと回答する学校は全国と比べて多い。

学校質問紙

１日３時間以上テレビを視聴する生徒の割合が全国と
比べて少ない。

１日１時間以上ゲームをする生徒の割合が全国と比
べて多い。

国語Ａ「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」、数学Ａの「数と式」が他の領域に比べて高い。

学校の授業以外に１日２時間以上学習している生徒
の割合は不安定。
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